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MET;Hepatocyte growth factor receptor;HGF receptor;HGF/SF receptor;Proto-oncogene c-
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：分泌型。この遺伝子は、受容体チロシンキナーゼファミリータンパク質のメンバーであり、プロトオンコジーンMETの産物である。コードされているプレプロタンパク質は、タンパク質分解によってαサブユニットとβサブユニットに分解され、ジスルフィド結合を介して結合して成熟受容体を形成する。βサブユニットのさらなる処理により、肺線維症を軽減することが示されているM10ペプチドが形成される。そのリガンドである肝細胞増殖因子の結合は、受容体の二量体化と活性化を誘導し、細胞生存、胚発生、細胞の移動および浸潤に関与する。この遺伝子の変異は、乳頭状腎細胞癌、肝細胞癌、および様々な頭頸部癌と関連している。この遺伝子の増幅および過剰発現は、複数のヒト癌とも関連している。[RefSeq提供、2016年5月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	C6全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、膜をMetウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

